
令和５年10月５日、山梨県立文学館講堂において「令和５年度山梨県産業安全衛生大会」が
約280名の参加により、盛大に開催されました。
大会では、安全衛生水準が良好で労働災害防止の取組がほかの模範と認められる事業場等に対

して山梨労働局長表彰が贈られるとともに、安全で健康に働くことができる職場環境の形成を実

現するため、県内全ての関係者が一丸となって労働災害防止に取り組むとした「大会宣言」が採
択されました。

また、「新たな化学物質管理の規制に対応したこれからの取組」と題した望月労働安全衛生コ
ンサルタント事務所の望月明彦氏による特別講演のほか、県内２事業場による安全衛生活動に関

する事例発表が行われました。
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特 別 講 演

『新たな化学物質管理の規制に対応したこれからの取組』

望月労働安全衛生コンサルタント事務所

所長 望月 明彦 氏

事 例 発 表

事例発表１『リスクと向き合う 労働安全衛生の取組』
ＴＨＫ株式会社 甲府工場 総務課長 小林勉 氏
（令和４年度：山梨労働局長 奨励賞受賞）

事例発表２『多様な視点で捉える安全 ～経験ゼロから目指すゼロ災～』
飯塚工業・風間興業・矢崎興業共同企業体

国道140号（新山梨環状道路東部区間２期）濁川・平等川橋(仮称)下部工事その３（一部債務）

株式会社飯塚工業 専務取締役 神宮司 洋行 氏 及び 総務部長 飯塚 恵子 氏
（令和４年度：山梨労働局長 奨励賞受賞）



大 会 宣 言

山梨県内の労働災害による死傷者数は、昭和35年をピークに長期的には減少傾
向にあるものの近年は増減を繰り返しながら推移してきた。令和４年は新型コロ

ナウイルス感染症の増加により、前年から535人増加し1412人となったが、同
感染症によるものを除いたとしても908人と平成９年以降最多となった。また、
労働災害による死亡者数は、過去２番目に少ない結果であったものの、５人の尊

い命が失われた。
山梨労働局では、2022年度を最終年度とする「山梨第13次労働災害防止計

画」において「2017年と比較して、2022年までに、労働災害による死亡者数

を15％以上減少、休業４日以上の死傷者数を５％以上減少させる。」という目標
を掲げていたが、死傷者数については目標を大幅に超過し、目標を達成すること
はできなかった。

一方、労働者の健康を取り巻く環境をみると、一般健康診断による有所見率は
高止まりの状況にあり、全国平均と比べてもその割合は高く、依然として受診者
の約６割が脳・心臓疾患につながる所見を始めとした何らかの所見を有している

状況にある。
加えて、過重労働や化学物質などを原因とする健康障害防止対策及び職場にお

けるメンタルヘルス対策の推進等、労働者の心身両面にわたる健康確保や病気を

抱えた労働者の治療と仕事の両立支援が重要な課題となっている。
本年度から始まった「山梨第14次労働災害防止計画」では、「国、事業者、労

働者等の関係者が一体となって、一人の被災者も出さない」ことを基本理念とし、

「事業場の規模、雇用形態や年齢等によらず、どのような働き方においても、労
働者の安全と健康が確保されていることを前提として、多様な形態で働く一人ひ
とりが潜在能力を十分に発揮できる社会の実現」を目指すこととしている。

令和５年度山梨県産業安全衛生大会の開催にあたり、本大会を契機に、労働災
害のない安全で健康に働くことができる職場環境の形成を実現するため、山梨県
内の全ての事業者、労働者、関係団体及び行政が一丸となって、決意を新たに邁

進することをここに宣言する。

令和５年10月５日
令和５年度 山梨県産業安全衛生大会


